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三重大学教育学部 分析項目Ⅰ 

表Ｉ－１  学部学生の定員と現員数（平成 20 年５月１日現在）  

 

 

表Ⅰ―２  教育学部専任教員数、構成、学生数との比率（平成 20 年５月１日現在）  

 

 

表Ｉ－３  課程別における専任教員数（特任教員も含む）の配置、割合  

課程 教授 准教授 講師 計 学生数
専任教員
あたりの
学生数

学校教育教員養成課程 55 30 3 88 684 ７，８
情報教育課程 7 3 10 149 １４，９
生涯教育課程 3 1 1 5 77 １５，
人間発達科学課程 5 4 9 102 １１，３

※人間発達科学課程については，学校教育教員養成課程学校教育講座の教員が担当

４

 

（出典：教授会資料に基づき作成） 
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表Ⅱ－４  教員免許取得状況及び司書教諭免許取得状況  

 
（出典：学務グループ調べに基づき作成） 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 

 期待される水準を上回る。 

(判断理由) 

 学部の教育目標である「深い専門性と豊かな人間性を兼ね備えた教員及び職業人を養成

する」ために、共通教育及び専門課程において特色ある柔軟なカリキュラムを編成してい

る。そして専門課程では、教員に求められる実践的指導力を培うコア科目群、教職専門科

目、教科教育・教科専門科目が有機的な連携を持つカリキュラムを編成している。また教

員免許など資格取得に必要な教育課程を整備しているとともに、社会から要請されている

日本語教育の教育課程を新設し、学生の多様なニーズに配慮した科目等履修生の受け入れ

や他学部授業の履修制度を整備している。 

 これらのことから、学生、保護者・家族、地域社会より期待される水準を上回ると判断

する。 

 

 

分析項目Ⅲ 教育方法 

(１)観点ごとの分析 

観点３－１ 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

(観点に係る状況) 

 本学部のカリキュラムでは、年次進行に伴って実践的指導力の基礎及び自己形成力の育

成を目指したコア科目群を配置するなど、各課程の授業形態のバランスは教育の目的に照

らして適切である（表Ⅲ－１）。 
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表Ⅳ－１  修業年限どおりの卒業者の割合（％）  

 
（出典：学務グループ調べに基づき作成） 

 

 学校教育教員養成課程では教員免許状取得が必須になっているが、他の課程でも各種教

員免許状取得は可能である。実際、既に表Ⅱ－４に示したように、毎年数多く教員免許状

を取得している。そしてそれは、表Ⅳ－２に示す教員採用試験の合格者の増加にもつなが

っている。 

 

表Ⅳ－２ 三重県教員採用試験受験者・現役合格者数の推移 

 

平成 16 年度教員採用試験受験者・合格者数  

  受験者  一次合格者  二次合格者  

小学校  39 20 12 

中学校  32 14 4 

高等学校  25 3 2 

 

平成 17 年度教員採用試験受験者・合格者数  

  受験者  一次合格者  二次合格者  

小学校  45 14 10 

中学校  25 11 6 

高等学校  21 3 0 

 

平成 18 年度教員採用試験受験者・合格者数  

  受験者  一次合格者  二次合格者  

小学校  30 11 7 

中学校  33 22 16 

高等学校  12 2 1 

 

平成 19 年度教員採用試験受験者・合格者数  

  受験者  一次合格者  二次合格者  

小学校  35 21 15 

中学校  46 22 13 

高等学校  22 11 1 

（出典：学務グループ調べに基づき作成）

 

 その他、本学部では、学芸員、認定心理士（社団法人日本心理学会）、公認スポーツ指導

者（財団法人日本体育協会）等の資格取得も可能であり、実績を上げている。 

 これらの状況から、学部として教育の成果や効果が上がっていると言える。 
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三重大学教育学部 分析項目Ⅴ 

表Ⅴ－１  年度別就職状況  

  平成 16 年度  平成 17 年度  平成 18 年度  平成 19 年度  

企業  78 73 70 67 

官公庁  10 6 12 18 

教員  71 82 86 108 

進学  22 19 23 25 

その他  6(29) 7(22) 5(22) 2(18) 

 合    計  187 187 196 220 

就職率  

（就職者 /就職希望

者） 

96.3% 95.8% 97.1% 99.0% 

表Ⅴ－２  平成 19 年度職業別・産業別就職状況  

（出典：学務グループ調べに基づき作成）

 

 

観点５－２ 関係者からの評価 

(観点に係る状況) 

 平成 19 年度に実施された「三重大学卒業生、修了生、および事業所への大学教育につい

てのアンケート調査」の結果（表Ⅴ－３）において、三重大学の教育目標である「４つの

力」に注目すると、卒業生の自己評価（「大学の学習や研究によって、力がどの程度身につ

いたか」に対する回答）においては、「考える力」に関係する１・２・４、「感じる力」お

よび「コミュニケーション力」に関連する７・８・９・13、「生きる力」に関係する 24・

25・26・27・28 などで、平均値 2.90 以上の比較的高い数値を示している。これらは同時

に、本学部の目的である「深い専門性と豊かな人間性を備えた教員及び職業人」の育成が

評価されたと見ることができる。特に、７、８、９、13、24、25、28 は平均値 3.0 以上の

高い数値になっており、それらは教員に強く求められる資質である。他方で、５、10、17、

19、21 で中点以下になっており、「外国語でコミュニケーションする力」をはじめ基礎的

な知識やスキル面で評価が低いことがわかる。 

 事業所の卒業生に対する評価は、「10 外国語でコミュニケーションする力」が相対的に

はやや低いものの、すべての項目について高い値を示している。特に６、16、21、23、24、

25 は平均値 3.50 以上の高い評価を得ている。24、25 に見られる粘り強さは、卒業生の自

己評価とも一致している。また外国語コミュニケーション力については、その強化を図る

ため、本学部でも平成 19 年度入学生から共通教育で実践英語教育を開始した。 

 卒業生の教育の対する満足度調査によると、全体に在学生の評価と同様の傾向が見られ

る。「専門の授業全般」「ゼミなどの少人数課題探求型の授業」「現場実習や現場体験（イン

ターンシップなど）」「卒業研究指導」で継続して高い評価を得ており、以上の状況からお

おむね教育の成果が上がっている(図Ⅴ－１)。 
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三重大学教育学部 

②事例２「教育課程・内容改革の取組」（分析項目Ⅲ） 

(質の向上があったと判断する取組) 

 平成 16 年度以降、『実践的指導力』育成のための教育課程・内容の改革を進めてきた。 

 とりわけ平成 18 年度から「教育実地研究基礎」「教育実地研究該当科目」「教育実習（事

前・事後指導を含む）」「教職入門」「特別支援教育入門」「総合演習」を、『コア科目群』と

し、教員養成カリキュラムの三本柱（教職科目、教科専門・教科教育科目、コア科目群）

として位置づけた。従来、学生は３年次の教育実習において初めて現場体験をしていたが、

「現場・子ども感覚の涵養」「実践と理論の往還」を目的に、１年次から系統的に子どもと

かかわる体験、学校に赴く体験を積み重ねられるようにした。また三重大学独自の科目と

して特別支援教育入門を設けた。そして新たに設置した科目に全学部的に責任を持つ体制

をつくってきた。教育実地研究基礎（１年次必修）については、平成 19 年度から単位化し、

平成 20年度から必修化することになっている。表Ⅲ-４のように、平成 18年度より開講数、

担当教員数を増やし、必修化に向けて、学校教育教員養成課程学生数（145 人）の受け入

れに十分な体制を整えている。 

 

表Ⅲ -４  教育実施研究基礎の開講の推移  

 

（出典：カリキュラム改革特別委員会調べに基づき作成）  

 

 教育課程・内容改革については、実施年度が直近であるため、まだ十分学生の資質の向

上としての成果を明示することはできない。しかし試行的に行った教育実地研究基礎（１

年次、選択）では、学生の総合的な満足度が 4.7（参考：2007 年度 教育学部総平均 4.18）

を示し、資料Ⅲ－１のように、「きわめて貴重な経験をした」「教師になる上で財産を得た」

「現場に行くことによって、講義では学べないことを学ぶことができました。良い面ばか

りではなく、教師の大変さが身にしみたときもあった」という声が出ている。新たな科目

設置（教育実地研究基礎）によって、学生の中に実践的な体験の中での新たな「学び」を

生み出していることがうかがわれる。 

 以上、教育課程・内容改革の取組として、現代の教育課題に対して教師として求められ

る資質に応じた科目の新設など、教育課程・内容の改革を行い、教育学部全体として責任

を持って実施していこうとする体制を構築してきている。また、新たな科目は学生にとっ

て意義のある経験を与えつつあることが明らかになってきている。こうしたことから取組

の成果が上がってきていると言える。 
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